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・おしえてメンバー先生！ ～日常系アニメ～

高円寺純情商店街を通ると、野良猫も出てきそうな古い路地裏もあったり、お客さん
が飲食しているお店の中も通路になっていたり、面白い通りが沢山ありました。どのお店
も個性的で、その中の一つのお店に入ると昔懐かしのキャラクター達が、天井から壁から
お店全体にあり、スタッフ・ボランティア（おじさん達）はお店に入った途端、少年に
戻っていました。そこの店主が、この商店街は、再開発の計画があることを教えてくれま
した。新しくなって、町の個性が無くなってしまったら寂しいです。また来たいな？と思
えるかな？今のように、また来たいと思える町が残っていて欲しいです。

（スタッフ 大久保あい）

・SDGs講座 ～SDGsってなあに～

～ 参加したメンバーの感想 ～

・説明が分かりやすかった。 SDGsについての理解が深まった。 

・水汲みに1日８時間信じられない。飢餓の人の腕の細い子たちが

まだいる。 

その子たちに、私たちは何ができるのか？考える機会になった。 

・SDGｓをしないと、大変な暮らしをしている。 

・所々思い当たる節があったので、水の出しすぎや油ものをその

まま流さないなど工夫したい。 

・おじさんが少年に戻る町、高円寺

生活協同組合コープみらいの方を迎え、SDGs講座をしていただきました。当日は、4人のメンバーが参加しました。

普段の生活の中では想像できないようなことが、まだ世界のどこかでは起きていることを知り、そのことについて考

えるきっかけとなったり、日常の生活の中でも気を付けた方が良いことに気づいたり、それぞれ発見があり、大きな

学びになったようです。

その点においては、自ら持ち込んだ日常系アニメの原作漫画達に

助けてもらいました。スライドだけでは分かりづらい、細かい部分

への理解促進になりましたし、漫画一冊を丸々読んでくださる方も

いて、僕としては大変嬉しく思いました。原作様々です。

ということで、初めてにしては割と上手くできたと感じています。

自分にとっていい経験になりました。ありがとうございました。

【補足】日常系アニメとは、女の子達のゆるい日常を描く作品群

のことを指します。代表的な作品は『けいおん！』でしょうか。詳

しいことを語ると文字数がとんでもないことになるため、割愛しま

す。興味がある方は是非調べてみてください。

 （山野 誠）

まごころドーナッツのメンバーが得意分野や好きなことについての講座をしてくれる「おしえてメンバー先生！」が、

久しぶりに開催されました。以下、先生を務めてくれた若者による記事をご覧ください。

今回は、アニメの中の『日常系』というジャンルについてお話させていただきました。

自分の性格上、やると決めたことはしっかり”やってしまう”のですが、今回も例に漏れず、そうなりました。

まず、まごころドーナッツは多種多様な方面の人間がいるため、アニメといういわば話の根幹となる部分に詳しくない

人がいることを前提としました。そうなれば『日常系』という言葉のニュアンスは絶対的に伝わらないということになり

ます。したがって、極力情報量を減らし、スライドで参考画像を用いながら順序立てて説明することで「よく分からな

い」「なんか難しい」という理解の放棄が起こらないように心がけました。実際、お聞きくださったみなさんにとって興

味が向きやすい、丁寧な授業(？)ができたはずです。まあ、簡潔すぎてスライドの内容は十五分程度で話し終わってし

まったのですが。



【所在地】 〒164-0011 東京都中野区中央1-41-2
中野区子ども・若者支援センター（愛称：みらいステップなかの） 4階
東京メトロ丸ノ内線・都営地下鉄大江戸線「中野坂上」駅A1出口から徒歩2分

【電話】 03-5937-3664
【開所時間】 火曜日から土曜日（祝日、年末年始を除く）11:30～19:00

※毎月、不定期で閉所日があります。
【対象】 中野区在住・在学・在勤の 義務教育終了後～39歳の方

まごころドーナッツ

プログラムスケジュールや最新情報は、HPにてお知らせしていきます。

中野区若者フリースペース

「地域若者ミーティング」の第2回を10月28日に開催しました。今回もまごころドーナッツとつながりのある様々な

お立場の方々20名にお越しいただきました。若者は4名が参加。前半の自由なグループ交流ではお立場の越えた会話が

生まれ、一段と参加者とメンバーの相互理解が進んだのではないでしょうか。後半のワークの時間では、参加者とメン

バーが一緒に３つのテーマから選んで様々な意見交換をし、若者の抱える問題や居場所、そして若者フリースペースま

ごころドーナッツについて、参加者やメンバーの考えや思いを共有しました。

何かを抱えて生きる若者の隣には地域の方々はいらっしゃいます。このことを若者、地域の方々がより大切に思うよ

うな社会になればと強く思いました。 （スタッフ 山下征桐）

・新宿中央公園でスポーツ

・第2回 地域若者ミーティング

すっかり涼しくなった10月末、新宿中央公園でインディアカの練

習をしてきました。中野坂上から歩いて行ったら、暑く、上着を脱

ぐ人も(私も)。私はインディアカをしたことがないので、最初はみん

ながやっているのを見ていただけでした。地域の人と話していると

き、「そろそろやってみようかな」と思い、参加。しかし、卓球が

苦手な私には合わず。バレーボールのような打ち方をしてしまいま

した。

少しで飽きた私はまたみんなから離れ。疲れたので休んでました。

また少し復活して、キャッチボールもどきもしました。

いつもは球を遠く投げることがないので、腕が脱臼するかと。無

事、なかなか治らない筋肉痛になりましたが、どちらかというと楽

しかったと思います。

(nez)

・今年のクリスマスは、まごころドーナッツが区役所にやってくる♪
まごころドーナッツをより多くの人に知ってもらうため、12月24日（水）区役所1階シェアノマにて終日イベントを

開催することが決定いたしました！！

オリジナルコースターなどが作れる工作ワークや弾き語りライブ、「はたらく大人と出会う会 スペシャル版」な

どを予定している他、フリースペースまた、中野区若者相談のブースも設置予定です。フリースペース利用対象者に

限らず、どなたでもご参加いただけるイベントですので、是非お越しください♪

詳細は近日HPや中野区若者Xアカウントで発信予定です。

インディアカの羽
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